
JP 2013-507934 A5 2013.12.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年12月5日(2013.12.5)

【公表番号】特表2013-507934(P2013-507934A)
【公表日】平成25年3月7日(2013.3.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-012
【出願番号】特願2012-534410(P2012-534410)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＧ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０２　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月15日(2013.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒを含む核酸分子組成物であって、前記のｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒが
核酸配列をコードしており；
　ここでｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒはほとんど完全に細菌の配列を欠いており；および
　ここでｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒは約２，５００ｂｐまでの大きさである、前記組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物であって、ｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒによってコードされる核酸配
列がタンパク質、タンパク質の部分、またはペプチドの発現をコードする遺伝子を含む、
組成物。
【請求項３】
　ｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒによってコードされる核酸配列がショートヘアピンＲＮＡ（ｓｈ
ＲＮＡ）またはマイクロＲＮＡ（ｍｉＲＮＡ）を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　その核酸配列が、所望のタンパク質；異なるＤＮＡ配列；ＲＮＡ配列；および細胞膜か
らなるグループから選択される細胞構成要素により結合されることができるＤＮＡを含む
、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の組成物であって、ｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒがさらに化学
的部分、修飾された塩基または修飾された主鎖をを含む、組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載のｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒを含む細胞。
【請求項７】
　細胞が細菌細胞、真核細胞、及び古細菌細胞からなる群より選択される細胞である、請
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求項６に記載の細胞。
【請求項８】
　請求項１～５のいずれかに記載のｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒを細胞と接触させることを含む
、細胞において遺伝子を発現させる方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、ここで細胞が菌細胞、真核細胞、及び古細菌細胞から
なる群より選択される細胞である、方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の方法であって、ここで細胞が哺乳類細胞であり、所望によりここで哺
乳類細胞がヒト細胞である、方法。
【請求項１１】
　遺伝子療法において用いるための、請求項１～５のいずれかに記載の核酸分子組成物。
【請求項１２】
　細胞において遺伝子の発現をサイレンシングする方法であって、前記の細胞をｍｉｎｉ
ｖｅｃｔｏｒと接触させることを含み、前記のｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒが核酸配列をコード
しており、その核酸配列がその遺伝子の発現をサイレンシングする、前記方法。
【請求項１３】
　その核酸配列がショートヘアピンＲＮＡ（ｓｈＲＮＡ）またはマイクロＲＮＡ（ｍｉＲ
ＮＡ）を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　療法上有効量のｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒをそれを必要とする哺乳類に投与することを含み
、そのｍｉｎｉｖｅｃｔｏｒが核酸配列をコードしている、遺伝子療法の方法。
【請求項１５】
　その核酸配列がショートヘアピンＲＮＡ（ｓｈＲＮＡ）またはマイクロＲＮＡ（ｍｉＲ
ＮＡ）を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　哺乳類がヒトである、請求項１４に記載の方法。
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